[前期第7問]

　Xは定年退職をし、妻と2人で暮らす６５歳の男性である。
　ある日、妻とキャンプに行く途中で若めの男（以降Yとする）が駐車場でタバコのポイ捨てしたのを見て注意したところ、Yは逆上しその場で口論になった。しかし、人が多く集まる場であったので不服そうながらYは自車に戻り、その場はおさまった。
しかしその後、車で移動した先のキャンプ場の駐車場にて再びYと遭遇したところ、Yから「おい、さっきの続きしようや」など言われたXは、奥さんに「ちょっとあっちに行って待っていてくれ、危ないから」といい、Yに「決着をつけたいなら、場所を変えよう」と言って近くの広場をさし、誘導した。広場にで口論を重ねる中で、埒があかないと呆れたXは、前々から喫煙者を嫌っていたことから、「だから喫煙者は嫌いなんだ。聞き分けが悪い」と侮蔑した。
YはこのXの言葉にはらをたて、Xに殴りかかり、Xの腹部及び顔面を拳で殴った。Xは相手が自身よりも体格が良く（Xの身長170センチに対し、Yは185センチ）、興奮状態に陥っていることなどから、このままでは殺されてしまうかもしれないと思い、咄嗟にポケットに持っていたサバイバルナイフでYをさした。この際、Yはナイフが偶然胸に刺さり死亡してしまった。
Xの罪責を検討せよ。
